
電子ジャーナル・電子ブックリストでは、東工大で利用できる電子ジャー
ナル・電子ブックを検索、閲覧することできます。
文献複写・相互貸借依頼画面、CiNii Books（全国の大学図書館等の蔵書検
索）へのリンク等、学術情報へのナビゲート機能を備えています。

東京工業大学 電子ジャーナル・電子ブックリスト トップ画面

上の画面が東工大電子ジャーナルリストの基本画面です。

東京工業大学 電子ジャーナル・電子ブックリストの使い方

④

2017/12 改訂

① 各電子ジャーナル・電子ブックについての情報を確認できます。
② 購読している主な電子ジャーナル・電子ブックの紹介画面です。
③ 論文に直接アクセスできる、CitationLinkerという機能が利用できます。
④ このページです。
⑤ 図書館のホームページに戻ります。
⑥ ABC順で電子ジャーナルをリストアップします。電子ジャーナル・電

子ブックリストにアクセスすると、最初はこのタブ画面になります。
⑦ 特定の分野のジャーナルをリストアップします。
⑧ 電子ジャーナルのタイトルに含まれる言葉やISSNなどで検索できます。
⑨ タイトルや著者名、ISBN等で電子ブックを検索できます。
⑩ 電子ジャーナルを利用する上で守るべきルールなどの注意事項です。 利

用の前には必ずお読みください。

② ③ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

①

⑩

④

1



範囲が示されているリンクをクリックす
ると、その範囲内のタイトルの電子
ジャーナルが表示されます。

1ページに200タイトルまで表示され、
それ以降は次のページに表示されます。

（１）「Title」タブ画面

■電子ジャーナルの見つけ方

タイトル検索窓に検索語を入力し、 をクリック
すると、その検索語を含むジャーナルがリストアップ
されます。なおこの検索窓には、入力した検索語を含
むタイトルが表示される、サジェスト機能があります。

「A」をクリックすると、タイトルが「A」からはじま
るジャーナルがリストアップされます。
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（２）「Subject」タブ画面

■電子ジャーナルの見つけ方

サブカテゴリを選んで をクリックすると、
分野欄の下に電子ジャーナルがリストアップされ
ます。

まず、左側の「分野」（大きな分野）を選ぶと、右側に
その「サブカテゴリ」（細かい分類）が表示されます。
括弧の中の数字は、その分野に該当する電子ジャーナルの数です。

電子ジャーナルを分野から選択しリストアップできます。
※「Subject」タブ画面から電子ブックは検索できません。
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（３）「Search」タブ画面

■電子ジャーナル・電子ブックの見つけ方

電子ジャーナルを以下の項目で検索できます。
• タイトルに含まれる言葉
• ISSN
• サービス名（電子ジャーナルを提供しているベンダー名）
• 分野
検索語を入力、あるいはサービス名、分野を選択したら（これら
を組み合わせることも可能です）、最後に をクリックし
ます。

（４）「Ebooks」タブ画面

電子ブックは電子ブックタブから検索可能です。
• タイトルに含まれる言葉
• ISBN
• 著者名
• サービス名（電子ブックを提供しているベンダー名）
検索語を入力、あるいはサービス名、分野を選択したら（これら
を組み合わせることも可能です）、最後に をクリックし
ます。
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リストには、一部無料公開となっていて東工大で正式に契約しているもので
はないタイトルが含まれます。無料で公開されているタイトルについては、
全文へのアクセスが常に保証されているわけではありません（提供元の都合
などで利用できなくなることがあります）。サービス名が「OpenAccess」
や「Free E-Journals」、もしくはサービス名に「Free」と含まれているもの
が、それにあたります。

それぞれの項目名が示すとおりです。

タイトル 提供サービス名等 利用できる年・巻号

◎閲覧可能巻号について

• 巻号をハイフンでつなげて、利用できる範囲を
示しています。

• 「２４（１) -」のように終期が示されない場合
は、24巻から最新号まで利用できる、という意
味です。

• その他、契約で最新2年分は見られない等の情
報があれば表示されます。

リスト右側にあるこのボタンを押すと、
そのタイトルに関する情報が表示され
ます。（ISSNや別名などの情報です）

※注意！

■リストの見方

◎インフォメーションボタン について
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■リストの見方とリンクの使い方

タイトルのリンク、または をクリックすると、別窓でリンクメニュー
画面が開きます。※ここではこの画面を「中間窓」と呼びます。

中間窓は「ベーシックサービス」タブと「他の情報を探す」タブに分かれ
ています。電子ジャーナル・電子ブックサイトへのリンク等、本文入手に
役立つ情報が表示されます。
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「ベーシックサービス」タブは以下の項目から構成されます。

■中間窓 － 「ベーシックサービス」タブの画面例

1. 電子ジャーナル・電子ブックで利用できるかを確認する
• 電子ジャーナル・電子ブックでフルテキストが利用できること、

求める巻号が利用できるかを確認します。フルテキストが利用で
きなければ次のStepへ。

2. 図書館で冊子を所蔵しているか確認する
• OPACを検索し、冊子の所蔵状況を確認します。検索ワード等は

引き継がれます冊子もなければ次のStepへ。
3. 文献複写・相互貸借を申し込む

• 資料を所蔵する他大学へ、図書の貸出や論文のコピーの提供を依
頼することができます。

中間窓を活用して、求める資料を入手できるかを以下の手順で確認します。

＜ILLへのリンク＞
TDLオンラインリクエストサービ
スの文献複写・相互貸借の依頼画
面へ遷移します。

＜OPACへのリンク＞
東工大の蔵書検索（OPAC）で冊
子の所蔵状況を確認できます。

＜フルテキストへのリンク＞
電子ジャーナル・電子ブックサイ
トへのリンクが提供されます。検
索結果のリストと同様に利用可能
な巻号が表示されます。
（本文が利用できない場合は表示
されません）
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複数のサービス元から提供されて
いる場合は上記のように複数表示
されます。

※注意！

サービス元により利用可能な巻号は異なります。
上記の例では、“EBSCOhost” からの提供分は2003年分から最新号の1年
前まで、“Springer Link”からの提供分は2000年1巻から最新号までが、利
用可能です。あるサービスでは利用できない巻号でも、別のサービスでは
利用できるかもしれません！

ボタン（あるいはサービス名）をクリックすると、それぞれの
電子ジャーナル・電子ブックのトップページにジャンプします。

巻・号などの入力欄がある場合、
全て埋めて ボタンをクリックする
と、該当する論文に直接ジャンプしま
す。

■ベーシックサービス Step1 － フルテキストへのリンク

どちらかをクリック
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■ベーシックサービス Step2－ OPACへのリンク

ボタン（あるいは「東京工業大学OPAC」）をクリックすると、
検索語を入力し直すことなく、図書館の所蔵を検索できます。

雑誌（冊子）の所蔵情報を確認します。

ISSNで検索
しています
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東工大で電子ジャーナル・電子ブック、冊子が利用できない場合、
文献複写・相互貸借を申し込み、他大学から取り寄せることもできます。
Web上でこのサービスを利用できるのは東工大ポータルにログインでき
る教職員、学生に限られます。（事前に利用手続きが必要となります）

■ベーシックサービス Step3－文献複写・相互貸借の申し込み

東工大ポータルにログインします。 雑誌名などは自動で入力されていま
す。必要な事項を補い、申し込みま
す。

例）「Reviews in mathematical physics」の
1998年の論文が読みたい

＜フルテキストへのリンク＞を見ると、利用
可能な範囲に含まれていない。

＜OPACへのリンク＞から冊子の所蔵を調べた
が、1998年の所蔵はない。

→＜ILLへのリンク＞から文献複写依頼を行う
ことができます
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「他の情報を探す」タブ画面では、利用可能な継続誌等がある場合、そのタイ
トルへのリンクが提供されます。また、タイトル名などを利用して他大学の所
蔵状況を調べたり、雑誌の場合、インパクトファクターを調べたりすることが
できます。書誌事項のダウンロードも可能です。

■中間窓 － 「他の情報を探す」タブの画面例

「CiNii Books」 、「NDL OPAC」、「国立国
会図書館サーチ」へのリンクが用意されて
います。 をクリックすると、それぞれの
ページにジャンプします。

※ 「CiNii Books」 、「国立国会図書館サー
チ」には検索項目（Search Terms）の選択欄
はありませんが、検索語を入力し直すこと
なく、データは引き継がれます。

インパクトファクターを調べ
るには、＜JCRへのリンク＞
の ボタンをクリックします。
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■中間窓 － データベースからの利用

中間窓の機能は、OPAC（所蔵検索）や各種文献データベースの書誌情報からも
のアイコン（あるいはFind it @ Tokyo Tech）でリンクして利用できる

ようになっています。OPACと電子ジャーナル・電子ブックリストから開く中間
窓の表示内容に違いはありませんが、データベースから開いた場合、 表示項目
が追加されます。

例）EBSCOhostからの利用

データベースから利用した場合、「他の情
報を探す」タブ画面に【著者名検索】と
【ウェブ検索】が表示される場合がありま
す。（Google Scholarへのリンクは、電子
ジャーナル・ブックリストから中間窓を開
いたときも表示される場合があります。）
それぞれ をクリックして利用できます。
※「ベーシックサービス」タブ画面の内容
は電子ジャーナル・電子ブックから中間窓
を開いたときと変わりません。

【著者名検索】の<WOSへのリンク>より、
著者名でWeb of Scienceを検索することがで
きます。

をクリックすると、中間窓が開き
ます。
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■中間窓 － データベースからの利用

【ウェブ検索】に表示される検索先は、検
索条件を選択することが可能です。（表示
される検索条件は一定ではありません）
東工大で契約していないタイトルでも、
ネットに無料で公開されている場合があり
ますので、Google Scholarへのリンクを活
用してみましょう。

J-GLOBALは詳細な研究者情報の
検索に役立ちます。

JAIROは日本の機関リポジト
リ、OAIsterは世界の機関リ
ポジトリを横断的に検索で
きます。
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